
 

 

 

 

 

 

 

 前回の「進路のおはなし」では、「作業学習」についてご説明させていただきました。今回は、「産業現場等に

おける実習」について取り上げたいと思います。この「産業現場等における実習」とは、省略して「現場実習」

と呼ばれることもあります。「産業現場等における実習」については、本校の「進路の手引き」Ｐ１９に掲載され

ていますので、ご参照ください。ポイントは下記の３つになります 
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 産業現場等における実習については、下記のと

おりです。なお、高等部では、必要に応じて「特

別実習」という実習も行っています。 
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 そもそも中学部・高等部で行う「産業現場等に

おける実習」は、何のために行うのでしょうか？ 

「産業現場等における実習」は、実際の職場で

働く体験を通して、働く意味や働く習慣、働く上

でのきまりやコミュニケーションなどを学ぶ学習

になります。 

なお、校外実習は、相馬地方の企業及び福祉サ

ービス事業所等の協力のもとに行っています。 
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 「産業現場等における実習」は、学校内で作業

を行う校内実習と、企業及び福祉サービス事業所

等で行う校外実習があります。中学部は校内実

習、高等部は校内実習と校外実習を実施していま

す。 

 

※具体的な「産業現場等における実習」については、来年度にお知らせしたいと思います。 

 

「産業現場等における実習」 

 

産業現場等における実習を 
年２回実施している（中・高） 
 

① 

 

産業現場等における実習には 
校内実習と校外実習がある ③ 

 

実際の職場で働く体験を通し
て、働くために必要な力や態
度を身に付ける ② 

 

【小学部 進路のおはなし⑤】 

進路のおはなし② 

 


